
健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
２
４・１
３
８
６　
FAX
２
４・４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　
☎
４
３・６
６
５
５　
FAX
４
４・１
４
９
２

★★

★
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

検
診（
医
療
機
関
検
診
）

　

医
療
機
関
で
の

子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
を
希
望
す

る
人
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
で

受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。
国
保
以
外
で

も
受
診
可
能
で
す
。

　

受
診
券
は
、
４
月
１
日
か
ら
12
月

28
日
ま
で
発
行
し
、
そ
の
有
効
期
間

は
発
行
日
か
ら
１
か
月
間
で
す
。

● 

子
宮
が
ん
検
診 

●

【
実
施
医
療
機
関
】

・
冨
田
産
婦
人
科
・
松
葉
産
婦
人
科

・
市
外
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】　

20
歳
以
上

【
負
担
金
（
70
歳
以
上
無
料
）】

　

２
０
０
０
円

● 

乳
が
ん
検
診 

●

【
実
施
医
療
機
関
】

・
石
岡
市
医
師
会
病
院
・
山
王
台

病
院

【
対
象
者
・
負
担
金
（
70
歳
以
上
無

★★

★
総
合
健
診

石
岡
地
区

　４
月
26
日
～
30
日
申
込
受
付

健
診
日
時

 

５
月
28
日
（
金
）・
29
日
（
土
）　

受
付
時
間　

午
前
７
時
～

会
場

 

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間

申
込
方
法

 

４
月
26
日
（
月
）
～
30
日
（
金
）

＊
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

＊
一
日
の
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

40
歳
以
上
項

目
負
担
金

（
70
歳
以
上
は

無
料
）

・
特
定
健
康
診
査
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

　

40
～
69
歳
…
１
０
０
０
円
・
70
～
74
歳
…
無
料

・
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
の
健
康
診
査
…
無
料

＊
次
の
検
診
に
つ
い
て
は
、
保
険
区
分
は
問
い
ま
せ
ん

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
…
３
０
０
円
・
大
腸
が
ん
…
５
０
０
円

・
胃
が
ん
…
１
５
０
０
円

・
前
立
腺
が
ん
…
６
０
０
円
（
50
歳
以
上
の
男
性
）

・
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
【
Ｂ
・
Ｃ
型
】（
過
去
に
受
診
歴
の

無
い
人
）
…
１
０
０
０
円

39
歳
以
下
項

目
負
担
金

・
健
康
診
査
…
２
０
０
０
円

＊
保
険
区
分
は
問
い
ま
せ
ん

＊
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん

＊
申
し
込
み
後
、
受
診
券
を
発
行
し
ま
す

※
40
～
74
歳
の
人
が
特
定
健
康
診
査

を
受
診
す
る
場
合
は
、「
特
定
健
康

診
査
受
診
券
」
と
「
保
険
証
」
が
必

要
で
す
。
無
い
と
受
診
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
忘
れ
ず
に
持
参
く
だ
さ
い
。

国
保
以
外
の
人
が
市
の
特
定
健
診
を

希
望
す
る
場
合
は
、
石
岡
市
の
集
団

健
診
が
受
診
可
能
か
、
加
入
の
健
康

保
険
組
合
な
ど
に
確
認
く
だ
さ
い
。

負
担
金
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
確
認

願
い
ま
す
。

※
国
保
加
入
の
40
～
74
歳
の
人
に
は

４
月
下
旬
に
「
特
定
健
康
診
査
受
診

券
」
が
届
き
ま
す
。
75
歳
以
上
の
人

に
は
、「
後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

受
診
券
」
が
届
き
ま
す
。

料
）】

・
30
～
39
歳 

視
触
診
と
超
音
波
検

診
の
セ
ッ
ト
受
診　

２
０
０
０
円

・
40
～
56
歳 

視
触
診
と
超
音
波
検

診
の
セ
ッ
ト
受
診　

２
０
０
０
円

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
受
診
の
場
合　

　

１
０
０
０
円

・
57
歳
以
上 

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
み

　

１
０
０
０
円

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
受
診
は
、
21

年
度
未
受
診
者
。（
２
年
に
１
回
）

※
集
団
検
診
受
診
者
は
、
非
該
当
。

★
健
康
ク
ラ
ブ
の
参
加

者
募
集
！

石
岡
地
区

　

初
心
者

向
け
の
運

動
教
室
で

す
。
仲
間

と
目
標
を

持
っ
て
、

楽
し
く
効

果
的
な
健

康
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
？

　

運
動
指
導
士
・
サ
ポ
ー
タ
ー
（
経

験
者
）・
保
健
師
が
応
援
し
ま
す
！

★
要
件
該
当
で
、
健
康
診

査
や
が
ん
検
診
が
無
料
に

　

健
康
診
査
や
が
ん
検
診
は
、
次
の

①
か
ら
⑤
に
該
当
す
る
場
合(

③

④
は
証
明
書
な
ど
が
必
要)

に
は
、

負
担
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

①
満
70
歳
以
上
の
人

②
65
～
69
歳
の
人
で
「
後
期
高
齢

者
の
健
康
診
査
受
診
券
」
が
届
い
た

人③
健
診
（
検
診
）
日
現
在
、
生
活

保
護
法
に
よ
る
被
保
護
者

④
当
該
年
度
分
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
（
世
帯
員
全
員
が
非
課
税
）

⑤
障
害
者
な
ど
の
重
度
判
定
者
・

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）・
療

育
手
帳
（
Ａ
・
Ａ
）・
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
（
１
級
）

※
①
②
の
該
当
者
は
、
受
診
券
と

保
険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。
③
の

該
当
者
は
市
役
所 

福
祉
事
務
所
で
、

④
の
該
当
者
は
市
役
所 

税
務
課
・

総
合
支
所 

市
民
窓
口
課
で
証
明
を

受
け
て
、健
診
当
日
持
参
く
だ
さ
い
。

⑤
の
該
当
者
は
健
診
当
日
障
害
者

手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
④

⑤
に
該
当
す
る
場
合
も
有
料
に
な

り
ま
す
。
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

広報いしおか　№１０８　２２



★
献
血
に
協
力
を
！

◎
４
月
13
日
（
火
）

・
ウ
ェ
ル
サ
イ
ト
石
岡

★★

★
接
種
は
体
調
の
良
い

早
い
時
期
に
！

　

二
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）
や
麻

し
ん
風
し
ん
の

予
防
接
種
は
、

乳
幼
児
期
に
受
け
た
予
防
接
種
の
追

加
接
種
と
し
て
、
免
疫
を
補
強
し
病

気
を
予
防
す
る
た
め
の
大
事
な
も
の

で
す
。
体
調
の
良
い
時
に
、
忘
れ
ず

に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ど
ち
ら
の
予
防
接
種
も
対
象
者

に
は
４
月
上
旬
に
必
要
書
類
を
郵

送
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

● 

二
種
混
合
予
防
接
種 

●

　

乳
幼
児
期
に
受
け
た
三
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
百
日
咳
）

の
追
加
接
種

【
対
象
者
】 

市
内
の
小
学
６
年
生

（
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成
11
年

４
月
１
日
生
）

【
接
種
時
期
】

　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

【
接
種
方
法
】 

指
定
医
療
機
関
で
の

二
種
混
合
・
麻
し
ん
風
し
ん

　

ピ
カ
ピ
カ
歯
み

が
き
教
室
の
申
し

込
み
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
毎
月
実
施
し
て
い

る
２
歳
児
母
子
歯
科
健
診
と
同
時
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】 

４
月
７
日
（
水
）

・
午
後
１
時
～
１
時
30
分

【
定
員
】　

15
人

【
内
容
】 

歯
科
診
察
・
歯
み
が
き
指

導
・
フ
ッ
化
物
塗
布

【
対
象
】 

永
久
歯
の
生
え
て
い
る
未

就
学
児

【
会
場
】 

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

★
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き

教
室

石
岡
地
区

　

こ
れ
ま
で
、
地
区
別

に
各
保
健
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
た
４

か
月
児
健
診
を
、
４
月
か
ら
は
両
地

区
の
対
象
児
を
合
わ
せ
て
、
石
岡
保

健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。
対
象

者
に
は
通
知
し
ま
す
。理
解
の
う
え
、

協
力
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
１
歳
児
健
康
相
談
、
２
歳

４
月
か
ら

個
別
接
種
（
予
約
制
）

● 

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種 

●

　

幼
児
期
の
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接

種
の
追
加
接
種

【
対
象
者
】

・
２
期
…
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
人
（
平
成
16
年
４
月
２
日
～

平
成
17
年
４
月
１
日
生
）

・
４
期
…
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
人
（
平
成
４
年
４
月
２
日
～

平
成
５
年
４
月
１
日
生
）

【
接
種
時
期
】

　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

【
接
種
方
法
】 

指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

●
健
康
ク
ラ
ブ 

春
コ
ー
ス
●

【
日
時
】 （
月
曜
日
・
全
６
回
）

・
５
月
10
・
24
日
、
６
月
７
・
21
・

28
日
、
７
月
５
日

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
会
場
】 

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

【
申
込
方
法
】 

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
、直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
秋
ス
タ
ー
ト
の
コ
ー
ス（
全
６
回
）

も
あ
り
ま
す
。

児
母
子
歯
科
健
診
は
今
ま
で
ど
お
り

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

（
１
人
分
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
２
４
㎉
、

塩
分
０
・
７ｇ
）

◆ 

材
料
【
４
人
分
】

か
れ
い
４
切
・
塩
小
さ
じ

2/3 
・
こ
し
ょ

う
少
々
・
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
１　
　

Ａ
｛
に
ん
じ
ん
40ｇ
・
玉
ね
ぎ
60ｇ
・

生
し
い
た
け
４
つ
・
し
め
じ
40ｇ
・

だ
し
汁
１
カ
ッ
プ
｝

★
幸
せ
は
食
事
か
ら

か
れ
い
の
野
菜
あ
ん
か
け

Ｂ
｛
酒
大
さ
じ
１
・
し
ょ
う
油
大
さ

じ
１
・
砂
糖
大
さ
じ
２
・
片
栗
粉
小

さ
じ
２
｝　

◆ 

作
り
方　

①
か
れ
い
は
塩
、
こ
し
ょ
う
を
し

て
フ
ラ
イ
パ
ン
で
し
っ
か
り
と
焼

く
。
Ａ
の
野
菜
は
す
べ
て
千
切
り
に

す
る
。

②
魚
を
取
り
出
し
て
フ
ラ
イ
パ
ン

に
だ
し
汁
を
入
れ
、
①
の
野
菜
を

加
え
、
Ｂ
の
調
味
料
で
煮
込
む
。

③
②
に
水
溶
き
片
栗
粉
で
と
ろ
み

を
つ
け
、
①
の
か
れ
い
に
か
け
る
。

◆ 

ポ
イ
ン
ト

ひ
ら
め
や
生
鮭
、
生
た
ら
で
も
お
い

し
く
で
き
ま
す
。
生
鮭
を
使
う
と
き

は
、
下
味
を
少
し
多
め
に
す
る
と
よ

い
で
す
。

※
こ
の
レ
シ
ピ
は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ

ん
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
で
す

　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

　

午
後
１
時
～
４
時

◎
４
月
21
日
（
火
）

・
ジ
ャ
ス
コ
石
岡
店

　

午
前
10
時
～

　
　
　
　

11
時
45
分

　

午
後
１
時
～
４
時

★★
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石
岡

保
健
セ
ン
タ
ー
で



市
役
所 

収
納
対
策
課

夜
間　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
５
時
15
分
〜
７
時

休
日　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
詳
し
く
は
、
収
納
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

納
税
相
談
・
納
付
受
付

不動産 1件

預貯金 10件

合　計 11件

21 年度
累計 515 件

暮
ら
し
の
中
の   

税  

だ
よ
り

た
ば
こ
税
の
税
率
が
改
正
に
！

　

た
ば
こ
を
購
入
し
た
と
き
の
代
金
の
中
に
は
、
国
・

県
・
市
の
た
ば
こ
税
な
ど
の
税
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
「
市
町
村
た
ば
こ
税
」
が
市
の
収
入
に
な
り

ま
す
。
本
年
10
月
１
日
か
ら
税
率
が
改
正
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
た
ば
こ
の
値
段
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

10
月
１
日
〜

１
月
の
差
押
件
数

　

１
箱
３
０
０
円
の
値
段
に
対
し

て
、
税
金
は
１
８
９
・
17
円
（
63
・

１
％
）
で
す
。
銘
柄
に
よ
り
税
率
が

異
な
り
、
旧
３
級
品
と
旧
３
級
品
以

外
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

◇
旧
３
級
品
の
銘
柄
（
６
品
目
）

　

エ
コ
ー
、
わ
か
ば
、
し
ん
せ
い
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
バ
ッ
ト
、
バ
イ
オ
レ
ッ

ト
、
ウ
ル
マ た

ば
こ
の
税
率

国のたばこ税 71.04 円

県のたばこ税 21.48 円

市のたばこ税 65.96 円

たばこ特別税 16.40 円

消費税 14.29 円

合　計 189.17 円

１箱 300 円のたばこ
（旧３級品以外の銘柄）

◇
旧
３
級
品
以
外
の
銘
柄

　

マ
イ
ル
ド
セ
ブ
ン
や
セ
ブ
ン
ス

タ
ー
な
ど
。

た
ば
こ
税
は
貴
重
な
財
源

　

国
の
た
ば
こ
税
の
収
入
の
う
ち
、

約
25
％
程
度
が
、
地
方
交
付
税
と
し

て
地
方
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

　

市
の
た
ば
こ
税
の
収
入
は
、
平
成

21
年
度
で
約
４
・
８
億
円
、
本
数
に

す
る
と
約
１
億
４
７
０
０
万
本
（
１

箱
20
本
に
す
る
と
約
７
４
０
万
箱
）

が
見
込
ま
れ
、
平
成
21
年
度
市
税
収

入
の
約
４
・
９
％
と
な
る
貴
重
な
財
源

で
す
。
こ
こ
数
年
は
、
禁
煙
ブ
ー
ム

や
、
分
煙
な
ど
に
よ
り
売
り
上
げ
本

数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

税
率
の
改
定

　

本
年
10
月
か
ら
「
市
町
村
た
ば
こ

税
」
の
税
率
が
次
の
よ
う
に
改
定
さ

れ
ま
す
。（
１
箱
３
０
０
円
の
場
合
）

改定後 １箱
（1本）

43.80 円
（2.190円）

改定前 １箱
（1本）

31.28 円
（1.564円）

◇旧３級品の銘柄

◇旧３級品以外の銘柄

改定後 １箱（1本）
92.36 円
（4.618円）

改定前 １箱（1本）
65.96 円
（3.298円）

　

税
率
改
正
に
よ
り
、
現
在
１
箱

３
０
０
円
の
た
ば
こ
は
４
０
０
円
ぐ

ら
い
の
値
段
に
な
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
課 

市
民
税
担
当
へ

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
７
）

２月の
差押件数

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
４
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
３
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

《
４
月
の
お
は
な
し
会
》

・
17
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

中
央
公
民
館 

和
室

《
４
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
10
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も

30
分
程
度
で
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、

お
出
で
く
だ
さ
い
。

☎
２
４
・
１
５
０
７

《
新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
》

■
子
ど
も
向
け

◆
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
テ
イ
ル
ズ
１
〜
６

◆
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
の
宝
島

◆
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん 

さ
く
ら
も

も
こ
ス
ペ
シ
ャ
ル

◆
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
リ
ト
ル
１
〜
３

◆
ブ
レ
イ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

◆
バ
ッ
ド
マ
ン 

ゴ
ッ
サ
ム
ナ
イ
ト

◆
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス

◆
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ィ
ー
ト

◆
ア
イ
ス
・
エ
イ
ジ
１
〜
２

◆
長
く
つ
下
ピ
ッ
ピ
の
冒
険
物
語

■
大
人
向
け

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
驚
異
の
小
宇

宙
人
体
１
〜
６

◆
究
極
の
ボ
デ
ィ
タ
ー
ン
バ
イ
ブ
ル

１
〜
２　
　
　
　
　

◆
菊
次
郎
の
夏

◆
学
校　
　
　
　
　

◆
座
頭
市　
　

◆
隠
し
剣 

鬼
の
爪　
◆
フ
ッ
ク

◆
武
士
の
一
分

◆
レ
ッ
ド
ク
リ
フ
１
〜
２

◆
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク

【休　館　日】

  5・ 12

 19・26

 29

４  月 ５  月
  3～５

10・17

24・27

31

◆
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク

◆
ア
イ
，
ロ
ボ
ッ
ト

◆
チ
ャ
ー
リ
ー
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場

・
ア
ウ
ェ
イ
・
フ
ロ
ム
・
ハ
ー 

君
を

想
う　
　
　
　
　
　

◆
Ａ
．
Ｉ
．

◆
ア
マ
デ
ウ
ス　
　

◆
恋
愛
適
齢
期

◆
お
し
ゃ
れ
泥
棒　

◆
快
傑
ゾ
ロ

広報いしおか　№１０８　２４



近
年
の
調
査
成
果
か
ら

 シリーズ　�
文化振興課

　

中
津
川
遺
跡
は
、
恋
瀬
川
の
河
口

近
く
、
高
浜
地
区
に
存
在
す
る
遺
跡

で
す
。
平
成
20
年
に
住
宅
の
建
設
に

先
立
ち
、
試
掘
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
縄
文
時
代
の
住
居
跡
な
ど
を
発

見
し
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
今
回
は
、

「
土
製
円
盤
」
と
「
土
器
片
錘
」
を

紹
介
し
ま
す
。

　

写
真
の
右
端
の
円
形
の
も
の
が

「
土
製
円
盤
」、
そ
し
て
他
の
も
の
が

「
土
器
片
錘
」
で
す
。
こ
れ
ら
は
と

も
に
壊
れ
た
土
器
の
か
け
ら
を
再
利

中
津
川
遺
跡
出
土
の

「
土ど

せ
い
え
ん
ば
ん

製
円
盤
」
と
「
土ど

き
へ
ん
す
い

器
片
錘
」

石
岡
市
国
府
３-

１-

16　
　

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

開
館
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
８
時　

休
館
日
：
木
曜
日

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い

側
）・
臨
時
駐
車
場
（
土
橋

通
り
）
を
利
用
く
だ
さ
い
。

☆ 

４
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
☆

　

折
り
紙
教
室　

24
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

　

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

 　

                   

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～

　

心
と
体
の
健
康
相
談
／
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

 　

                   

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～

　

日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
～

　

お
は
な
し
な
あ
に　

17
日
（
土
）　

午
後
２
時
～

用
し
た
も
の
で
、
縄
文
時
代
の
リ
サ

イ
ク
ル
品
に
あ
た
り
ま
す
。
土
製
円

盤
の
使
い
方
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
土
器
片
錘
は
上
下
に
あ
る

切
り
込
み
に
網
を
引
っ
掛
け
て
使
っ

た
魚
網
の
重
り
（
錘
）
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
中
に
は
角
が
取
れ
て
丸

く
な
っ
て
い
る
も
の
や
、
切
り
込
み

の
部
分
が
擦
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
相
当
使
い
込
ん
で
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
土
器
片
錘
は
今
回
の
中
津

川
遺
跡
の
よ
う
に
、
霞
ヶ
浦
と
い
っ

た
潮
の
流
れ
が
ゆ
る
や
か
な
と
こ
ろ

に
面
し
た
遺
跡
で
多
く
出
土
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
流
れ
の
早
い
川
の

近
く
で
は
、
土
器
片
錘
は
ほ
と
ん
ど

出
土
せ
ず
、
か
わ
り
に
石
製
の
錘

（
石せ

き
す
い錘

）
が
多
く
出
土
し
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
流
れ
の
急
な
と
こ
ろ
で

は
重
い
石
錘
を
使
い
、
流
れ
の
ゆ
る

や
か
な
と
こ
ろ
で
は
、
土
器
片
錘
を

使
う
と
い
う
よ
う
に
、
縄
文
時
代
の

人
も
重
り
の
使
い
分
け
を
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲中津川遺跡出土の土器片錘と土製円盤

ま
ち
か
ど
学
習
会

日
時　

４
月
27
日
（
火
）　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

講
師　

町
田
政
道 

よ
り
よ
く
食
べ
る
は
、
よ
り
よ
く
生
き
る
講
座

　

 「
歯
と
健
康
」
を
考
え
ま
し
ょ
う

パ
ソ
コ
ン
教
室

　

春
に
向
け
て
何
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
、
あ
な
た
…
…
。
パ
ソ
コ
ン
を
始

め
ま
せ
ん
か
！　

個
別
指
導
し
ま
す
。（
要
予
約
）

ま
ち
か
ど
寄
席

日
時　

４
月
25
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時　

出
演　

昔
昔
亭 

桃
之
助

２
つ
目

浅
草
演
芸
場
に

出
演

木
戸
銭　

５
０
０
円

日
時　

４
月
29
日
（
木
）

①
午
後
１
時
～
２
時

②
午
後
２
時
15
分
～
３
時
15
分

※
見
学
す
る
人
は
時
間
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

「
鉄
道
模
型
シ
ョ
ウ
」

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
常
磐
線
の
電
車
の
展
示
」

　～ 

常
磐
線
を
走
る
電
車
今
昔 

～

４
月
17
日
（
土
）
～
28
日
（
水
）

　

関
東
地
方
の
他
の
線
区
と
は
一
味
違
う

独
特
な
車
両
が
走
っ
た
常
磐
線
の
電
車
を

時
代
を
追
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

上
野
～
取
手
間
の
直
流
電
化
区
間
を
走
る
直
流
通
勤
電

車
、
上
野
～
取
手
以
北
を
走
る
交
直
流
形
近
郊
電
車
、
急

行
電
車
、
特
急
電
車
を
展
示
し
ま
す
。

「
彩
恒
会
教
室
展
」

　

石
岡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
、
小
林

恒こ
う
が
く岳
先
生
の
指
導
を
受
け
て
描
い
た

日
本
画
の
作
品
で
す
。

４
月
３
日
（
土
）
～
16
日
（
金
）
の
午
前
中

※
４
月
か
ら
ま
ち
か
ど
音
楽
祭
と
ま
ち
か
ど
寄
席

を
隔
月
で
企
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

時
の

記
憶

２５　 広報いしおか　№１０８



知
っ
て
い
ま
す
か
？

　石
岡
市
に
お
け
る

　
　
　女

性
の
活
動
記
録
集

一
人
ひ
と
り
の
﹁
エ
ン
パ
ワ
�
メ
ン
ト
﹂
が

 
 
 
 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
!!

　

個
性
や
能
力
は
、
す
べ
て
の
人
が

潜
在
的
に
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
日
常
の
中
で
も
、
一
人
ひ
と

り
が
様
々
な
状
況
の
中
で
自
分
を
支

え
る
力
、
生
き
抜
く
力
を
育
む
こ
と

で
、
結
果
と
し
て
他
人
に
影
響
を
与

え
た
り
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
主

体
的
に
行
動
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と

が
、
周
囲
の
人
の
力
と
な
り
、
結
果

と
し
て
グ
ル
ー
プ
全
体
の
力
を
高
め

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
、
自
分
自

身
に
と
っ
て
も
、
人
生
の
選
択
肢
や

活
躍
す
る
場
が
さ
ら
に
広
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
「
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
」
で
、
男
性
も
女
性
も

自
ら
の
意
思
で
社
会
に
参
画
し
、
互

い
に
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
あ
え
る

社
会
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
と
は
、
自

己
の
持
つ
能
力
を
発
揮
で
き
、
困
難

な
状
況
の
と
き
に
も
前
に
進
ん
で
い

く
力
、
経
済
的
に
自
立
で
き
る
力
、

女
性
が
自
分
自
身
の
生
活
と
人
生
を

決
定
す
る
権
利
と
能
力
を
持
ち
、
意

思
決
定
の
場
に
参
画
す
る
力
な
ど
、

様
々
な
場
面
で「
力
を
つ
け
る
こ
と
」

を
意
味
し
ま
す
。
ま
た
、
個
人
的
に

力
を
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
連
携
し

て
力
を
つ
け
て
い
く
と
い
う
意
味
合

い
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
考
え
方
は
女
性
運
動
や
市
民

運
動
の
中
で
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、世
界
各
地
に
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
１
９
９
５
年
に
開
催
さ

れ
た
世
界
女
性
会
議
で
女
性
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
が
強
調
さ
れ
て
か
ら
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
て
目
に
す
る

機
会
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

春
の
卒
業
・
入
学
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
、
携
帯
電
話
各
社
は
小
学
生
以
上

の
学
生
を
対
象
に
し
た
割
り
引
き

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。
子
ど

も
に
携
帯
電
話
を
用
意
す
る
際
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
１
】
小
学
生
の
息
子
が
無
料

の
ゲ
ー
ム
だ
と
言
っ
た
の
で
安
心
し

て
利
用
し
た
が
、
実
際
に
は
、
ア
バ

タ
ー
の
コ
ン
テ
ン
ツ
料
と
し
て
１
回

５
０
０
０
円
か
か
り
、
２
か
月
で
約

６
万
円
も
の
請
求
書
が
届
い
た
。

【
事
例
２
】
テ
レ
ビ
で
無
料
と
Ｃ
Ｍ 

を
し
て
い
る
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
で
小
学

校
低
学
年
の
娘
を
遊
ば
せ
た
。
娘
は

本
当
の
お
金
が
必
要
だ
と
は
思
わ
ず

一
つ
５
０
０
０
円
の
ア
イ
テ
ム
を
多

数
購
入
し
て
い
た
。
後
日
携
帯
会
社

か
ら
10
万
円
を
超
え
る
請
求
が
き
た
。

【
事
例
３
】
小
学
生
の
息
子
に
は
、

携
帯
電
話
の
使
用
は
家
族
へ
の
メ
ー

ル
と
電
話
の
み
に
制
限
す
る
よ
う
に

し
て
い
た
が
、
テ
レ
ビ
で
無
料
と
い

う
Ｃ
Ｍ
を
見
て
無
料
で
ゲ
ー
ム
が
で

き
る
と
思
い
込
み
、
勝
手
に
サ
イ
ト

に
ア
ク
セ
ス
し
た
。
後
日
２
か
月

合
わ
せ
て
９
万
円
と
い
う
高
額
な
パ

ケ
ッ
ト
通
信
費
の
請
求
が
き
た
。

◆
ア
ド
バ
イ
ス

・
無
料
と
う
た
っ
て
い
る
オ
ン
ラ
イ

ン
ゲ
ー
ム
で
も
、
ア
イ
テ
ム
が
有
料

で
あ
る
場
合
も
多
く
、
そ
の
上
、
利

用
に
際
し
て
は
通
信
費
が
か
か
る
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
子
ど

も
が
利
用
す
る
場
合
は
、
保
護
者
が

必
ず
利
用
規
約
な
ど
に
目
を
通
し
、

有
料
コ
ン
テ
ン
ツ
が
含
ま
れ
て
い
る

か
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
料
金
が
発

生
す
る
の
か
な
ど
を
確
認
し
、
子
ど

も
に
も
き
ち
ん
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
保
護
者
が
使
っ
て
み
る

な
ど
し
て
、
子
ど
も
が
そ
の
内
容
を

理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
、
そ
の
管
理
を
適
正
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

子
ど
も
に
多
い

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
ト
ラ
ブ
ル
！

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

ハーモニーコーナー

か
が
や

き
の　
未来を拓

ひら

く

　男
ひ
と
と
女 ひ
と

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
市
役
所
１
階 

相
談
室
（
毎
週
木
曜
日
）

＊
八
郷
総
合
支
所
１
階 

相
談
室
（
今
月
は
４
月
27
日
（
火
））

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先　

市
役
所 

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

女
性
の
た
め
の

 
 
 
 

困
り
ご
と
相
談

午後1時30分
　　　　　  ～4時

広報いしおか　№１０８　２６

　　

市
で
は
、
石
岡
の
女
性
聞
き
書
き

集
「
二
十
世
紀
を
生
き
た
私
」、
石

岡
の
女
性
の
活
動
を
ま
と
め
た
「
さ

み
ど
り
の
刻と
き

」、
教
育
・
文
化
・
社

会
参
加
で
活
躍
し
た
女
性
た
ち
の
足

跡
を
記
し
た
「
も
え
ぎ
」
の
三
作
を

平
成
12
年
か
ら
16
年
に
か
け
て
ま
と

め
、
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

石
岡
の
女
性
活
躍
の
礎
を
築
い
て

き
た
人
々
の
足
跡
を
、
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
と
い
う
視
点
か
ら
あ
ら
た
め

て
振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
市
役
所
・
図
書
館
な
ど

に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
第
三
作
「
も
え
ぎ
」
は
、

販
売
（
価
格
５
０
０
円
）
も
し
て
い

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
市
役
所

企
画
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）



　

ひ
な
巡
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
子

　

如
月
も
終
り
の
頃
、
あ
る
会
に
参

加
し
た
折
り
、
誰
か
ら
と
も
な
く
ひ

な
巡
り
の
話
が
出
た
。
全
員
参
加

で
ひ
な
巡
り
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
早
春
の
や
わ
ら
か
い
陽
差
し

は
、
コ
ー
ト
無
し
で
も
い
い
ほ
ど
暖

か
だ
っ
た
。

　

常
設
展
示
場
の
ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
石

岡
に
入
る
と
、
豪ご
う
か
け
ん
ら
ん

華
絢
爛
な
お
ひ
な

様
が
ホ
ー
ル
一
杯
に
飾
ら
れ
て
い

る
。
手
作
り
の
つ
る
し
び
な
に
、
心

が
和
ん
だ
。
ま
た
、
プ
リ
ン
の
空
き

カ
ッ
プ
で
作
ら
れ
た
保
育
園
の
お
ひ

な
様
は
、
園
児
が
一
生
懸
命
画
い
た

の
で
あ
ろ
う
無
邪
気
な
顔
で
、
仲
良

く
鎮
座
し
て
い
る
。
思
わ
ず
「
可
愛

い
」
と
歓
声
を
あ
げ
た
。
こ
れ
ま
で

仕
上
げ
る
ま
で
の
保
母
さ
ん
の
導
き

は
、
さ
ぞ
や
と
思
わ
れ
た
。

　

私
に
も
可
愛
い
お
ひ
な
様
が
あ
っ

た
。
あ
る
日
、
学
校
か
ら
帰
る
と
、

母
か
ら
「
野
菜
を
売
り
に
来
た
方
が

『
孫
が
生
ま
れ
た
の
で
是
非
、
お
ひ

な
様
を
譲
っ
て
』
と
懇
願
さ
れ
、
お

米
と
交
換
の
条
件
で
約
束
し
た
」
と

聞
か
さ
れ
た
。
私
の
大
事
な
お
ひ
な

様
…
。
と
て
も
悲
し
く
て
涙
が
あ
ふ

れ
た
。
戦
時
中
、
ど
こ
の
人
形
店
に

も
ひ
な
人
形
な
ど
無
い
。
命
を
繋
ぐ

大
事
な
お
米
す
ら
無
い
。
母
も
さ
ぞ

辛
か
っ
た
ろ
う
と
、
私
は
母
に
涙
を

　
　
俚
　
　
謡　

下　

林　

白
田　

正
源

二
羽
の
雀
が
　
飛
び
出
す
だ
け
で

　
客
は
無
人
の
　
山
の
駅

総　

社　

鈴
木　

虚
心

雲
を
掃
く
の
か
　
箒

ほ
う
き

の
よ
う
に

　
梢
ゆ
れ
て
る
　
冬
欅け

や
き
　
　
　
　
　

   

国　

府　

大
西　

和
子

裸
一
貫
　
寒
さ
に
ゃ
負
け
ぬ

　
雲
と
語
ら
う
　
大
欅

府　

中　

稲
田　

す
み

梅
の
小
枝
に
　
春
告
鳥
が

　
今
朝
も
来
て
い
る
　
好
い
天
気

貝　

地　

前
島
く
に
子

冬
を
耐
え
て
の
　
立
木
の
根
元

　
笑
み
を
崩
さ
ぬ
　
福
寿
草　
　
　

下　

林　

白
井
冨
喜
江

ニ
ュ
ー
の
ス
ー
ツ
に
　
就
職
燃
え
て

　
若
さ
羽
ば
た
き

　
急
ぐ
駅

下　

林　

額
賀　

力
江

結
び
名
高
い

　
出
雲
の
神
に

　
洒
落
て
か
ぶ
せ
た

　
雪
帽
子　
　

　

柿　

岡　

鈴
木
千
代
子

卒
寿
祝
い
と

　
羽
毛
の
布
団

　
嫁
の
や
さ
し
さ

　
日
々
感
謝

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

冬
の
最さ

な

か中
の

　
凍
え
る
枝
も

　

　
芽
吹
く
新
芽
と
　
も
つ
蕾

国　

府　

篠
原
美
千
代

母
の
ふ
と
こ
ろ
　
み
た
い
に
温
い

　
羽
毛
布
団
の
　
暖
か
さ

    

市
民
ず
い
ひ
つ

府　

中　

山
口
ふ
み
子

如
月
の
風
は
冷
た
く
肌
を
刺
す
衿

巻
ふ
か
く
買
物
に
ゆ
く

村　

上　

小
松　

好
子

つ
め
過
ぎ
て
枝
さ
む
ざ
む
し
山
茶

花
に
あ
き
ら
め
か
け
し
蕾
紅
さ
す

井　

関　

木
間
塚
具
子

黄
色
に
は
春
の
訪
れ
感
じ
る
と
病

む
友
は
待
つ
水
仙
の
花

総　

社　

諏
訪
ハ
ツ
エ

書
き
残
し
置
く
ほ
ど
の
こ
と
少
な

し
と
迷
わ
ず
薄
き
日
記
を
選
ぶ

東
石
岡　

田
村　

満
佐

雲
一
つ
な
き
夕
映
え
に
つ
つ
ま
れ

て
視
野
に
あ
ふ
る
る
筑
波
山
脈

東
光
台　

内
田
千
代
子

雨
戸
開
け
す
す
ぎ
も
の
干
す
そ
れ

の
み
の
幸
せ
で
よ
し
病
の
癒
え
て

山　

崎　

鈴
木　

君
江

早
春
の
夕
暮
れ
の
空
行
く
鳥
の
小

さ
く
小
さ
く
な
り
て
も
う
見
え
ず

柴　

内　

羽
生　

俊

民
主
党
に
政
権
か
わ
れ
ど
様
々
な

違
反
の
報
道
に
不
安
覚
え
る

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

こ
ん
も
り
と
嵩
む
福
豆
掌て

に
乗
せ

て
積
み
し
齢

よ
わ
い

の
数
と
向
き
合
う

山　

崎　

荒
井　

幸
子

メ
ダ
ル
追
ふ
ひ
た
む
き
な
姿
美
し

き
五
輪
の
舞
台
に
立
つ
選
手
ら
は

　
　

俳

句
北
府
中　

野
村
畝
津
子

天
賞
の
マ
フ
ラ
ー
こ
こ
ろ
若
返
る

国　

府　

大
場　

和
子

難
聴
の
夫
と
酌
み
た
し
治
聾
酒

府　

中　

土
井　

湧
輔

水
彩
の
水
気
に
ぼ
か
す
春
の
山

東
光
台　

斉
藤　

茂
男

千
の
絵
馬
千
の
祈
り
に
笹
子
鳴
く

若　

松　

城
下　

稔

蝋
梅
や
散
る
た
め
に
香
を
放
ち
お
り

高　

浜　

羽
生
ユ
キ
エ

日
の
当
る
土
手
の
土
筆
を
摘
み
に

け
り

柿　

岡　

岩
田　

忠

安
産
の
祠
に
子
の
名
藪
椿

柿　

岡　

大
塚　

博
子

裸
木
と
言
ひ
ど
力
を
漲
ら
せ

瓦　

谷　

鈴
木　

浦
子

や
は
ら
か
な
日
射
の
中
に
あ
る
余
寒

瓦　

谷　

山
崎　

景
子

落
椿
踏
む
ま
じ
水
子
地
蔵
尊

文
芸
い
し
お
か

●
「
三
曲
部
」
演
奏
会
（
入
場
無
料
）

第
３
回 

尺
八
演
奏
会
「
竹
韻
普
遍
」

【
日
時
】　

４
月
24
日(

土)

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
開
演

【
場
所
】 

国
府
地
区
公
民
館

【
曲
目
】 

・
雲
井
獅
子
・
大
和
楽
な
ど
６
曲
を

演
奏

■
問
い
合
わ
せ　
　
　

　

内
山 

☎
２
２
・
２
３
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
「
石
岡
養
菊
愛
好
会
」

菊
つ
く
り
講
習
会
の
参
加
者
募
集
！

　

～
初
心
者
歓
迎
～　

【
日
時
】
４
月
25
日
（
日
）

　
　
　

 

午
前
10
時
～
午
後
２
時

【
場
所
】
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館 

研
修
室

【
講
習
内
容
】 

・
苗
つ
く
り
か
ら
仕
立
て
方
ま
で

・
大
ぎ
く
の
だ
る
ま
つ
く
り
・
福
助

つ
く
り

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

飯
塚 

☎
２
３
・
１
３
４
７

    

市
民
ず
い
ひ
つ

俳
　
　
句

短
　
　
歌

文
化
協
会
だ
よ
り

み
せ
ま
い
と
後
ろ
向
き
に
な
っ
て
泣

い
た
。
今
考
え
る
と
、
家
に
あ
っ
て

も
空
襲
で
焼
け
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う

か
ら
、
喜
ん
で
も
ら
え
て
よ
か
っ
た

と
思
う
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
平
和
を
祈
り

つ
つ
、
今
、
ひ
な
巡
り
を
楽
し
め
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
た
。

２７　 広報いしおか　№１０８
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わが家のアイドル

　　　　　　　　　　　　　太　田
甘えん坊でやんちゃ娘だけどこの笑顔
に家族はいつも癒

い

やされてるよ♥
パパとママから　元気いっぱい明る
い子になってね。　

▲  佐藤　蘭
ら ら み

々美ちゃん      （２歳３か月）

　　　　　　　　　　　　　三　村
首もすわって寝返りが出来るように
なっちゃいました。
パパとママから　大和魂のように強
くたくましく育ってね♥　

星野　大
やまと

和ちゃん 　　　　 （３か月）

▲
　わが家のアイドル（小学生未満）
を募集しています！お子さんの成長
の記念にいかがですか？
　掲載を希望する人は、市役所 秘
書広聴課へ連絡ください。
　         　● 問い合わせ ● 
　　　　    市役所 秘書広聴課
　　　　    ☎ 23-1111（内線 213）

✿
期
日　

　

５
月
12
日
（
水
）
〜
16
日
（
日
）

✿
会
場　

中
央
公
民
館

✿
種
目
・
出
品
規
定

※
額
装
の
ガ
ラ
ス
張
り
は
使
用
し
な

い
。（
ア
ク
リ
ル
は
可
）

◎
第
１
科
【
日
本
画
・
水
墨
画
】

　

60
号
以
内

◎
第
２
科
【
洋
画
（
油
絵
・
水
彩
画
・

石
岡
市
芸
術
祭

デ
ザ
イ
ン
）】

　

50
号
以
内

◎
第
３
科
【
彫
刻
・
工
芸
美
術
（
陶

芸
・
ガ
ラ
ス
工
芸
）】

　

搬
入
・
陳
列
に
使
用
す
る
機
材
な

ど
は
各
自
準
備
。
縦
・
横
幅
60
㎝
以

内
、
高
さ
１
０
０
㎝
以
内

◎
第
４
科
【
書
】

・
次
の
種
類
の
い
ず
れ
か
と
し
、
作

品
は
す
べ
て
表
装
す
る
こ
と
。

①
枠
ば
り
、
ま
た
は
条
幅
で
全
紙

以
内
縦
横
自
由　

②
作
品
語
句
（
読
み
下
し
）
を
貼

る
こ
と

◎
第
５
科
【
写
真
】

・
四
ツ
切
り
、
ま
た
は
半
切

・
デ
ジ
タ
ル
は
Ａ
３
・
Ａ
４
も
可

・
木
装
パ
ネ
ル
も
可

・
全
紙
・
組
写
真
は
不
可

✿
出
品
資
格
者
（
高
校
生
以
上
）　

・
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

５
月
12
日
〜
16
日

　

八
郷
美
術
展
実
行
委
員
会
で
は
、
郷
土
を
愛
し
、
芸
術
文
化

に
よ
る
地
域
づ
く
り
へ
の
意
識
が
高
揚
す
る
こ
と
を
期
待
し
、

第
14
回
八
郷
美
術
展
を
開
催
し
ま
す
。

・
石
岡
市
出
身
の
人

・
主
催
者
が
認
め
た
人

✿
出
品
作
品

＊
出
品
作
品
は
、
自
己
の
制
作
し
た

も
の
に
限
り
ま
す
。

＊
出
品
点
数
は
、
１
人
２
点
以
内
。

＊
出
品
料
は
無
料
。

＊
作
品
（
第
１
・
第
２
・
第
４
・
第

５
科
）
に
は
、
展
示
に
耐
え
る
つ
り

紐ひ
も
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
作
品
搬
入
は
、
５
月
11
日
（
火
）

の
午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で
に
自
己

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
作
品
の
搬
出
は
、
美
術
展
最
終
日

の
５
月
16
日
（
日
）
午
後
４
時
以
降

に
自
己
搬
出
願
い
ま
す
。

＊
不
慮
の
災
害
な
ど
に
よ
る
作
品
の

損
傷
に
つ
い
て
、
賠
償
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。

✿
申
込
締
切　

４
月
30
日
（
金
）

※
申
込
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
、
市

役
所 

総
合
窓
口
３
番
、
各
出
張
所
、

中
央
公
民
館
、
府
中
・
東
・
城
南
・
国

府
の
各
地
区
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

﹁
第
14
回
八
郷
美
術
展
﹂
作
品
募
集

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

八
郷
美
術
展
事
務
局

（
教
育
委
員
会
内
）

　

☎
４
３
・
１
１
１
１


